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《新型コロナウイルス不活化について》

オゾンガス濃度0.1ppm/2時間で、新型コロナウィルスが不活化することが証明されています。

2時間でウィルスが
不活化しています

標準的なオゾン製品による空間除菌試験結果 参考資料：九電産業株式会社
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O₃MAX Airターボモード使用時

単位：ppb

単位：ppb 単位：ppb

1ppb=0.001ppm

8・16・32畳モードともに、オゾン濃度0.1ppm
が2時間持続することが証明されました。

※加湿OFFの場合

第三者機関：九電産業株式会社
※社外秘

※オゾンガス濃度0.1ppm/2時間で、新型コロナウィルスが不活化することが証明されています。

←0.1ppm



O₃MAX Airノーマルモード使用時

8・16・32畳モードともに、日本空気清浄協会の
基準値をクリアし、人体に影響がなく、安全な
濃度であることが証明されました。

1ppb=0.001ppm

単位：ppb

単位：ppb 単位：ppb

※加湿OFFの場合

第三者機関：九電産業株式会社
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※日本空気清浄協会オゾン濃度基準 室内ガス許容濃度：最高0.1ppm 平均0.05ppm

←日本空気清浄協会
平均基準値：0.05ppm



大腸菌・黄色ブドウ球菌 除菌性能試験結果

大腸菌

第三者機関：大和サービス株式会社

黄色ブドウ球菌

試験条件：ノーマルモード Lモード 30分稼働+30分換気

大和サービス㈱にて、上記の試験を実施し、
大腸菌・黄色ブドウ球菌が無くなったことが証明されました。
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